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国

民

健

康

保

険

税

六
五
円
の
割
合
と
な
り
村
全
体

で
は
四
八
四
四

0
0
円
微
収
す

る
こ
と
に
な
る
。

以
上
課
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
尚
本
年
度
保
険
税
予

算
総
額
は
三
ニ
ニ
九
三
二
四
円

で
す
。

四
月
か
ら
七
月
ま
で
（
第
四
期
ま
で
）

暫
定
課
税
に
ま
り
納
付
を
願
つ
て
い
た
保

険
税
が
村
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
確
足

に
よ
り
保
険
税
条
例
に
基
き
左
記
の
通
り

課
税
算
出
を
行
い
八
月
分
以
降
に
暫
定
課

税
分
と
の
調
整
を
行
い
課
税
さ
れ
る
。

計
算
の
基
準
を
示
す
保
険
条
例
で
は
保
険

税

□冒五相
当

額

所

得

割

＿

―

二
、
百
分
の
二
十
五
相
当
額
固
定
資
産
一

税
割

三
、
百
分
の
二
十
五
相
当
額
被
保
険
者

ー

見

た

伝

染

病

赤

痢

は

九

月

末

か

ら

始

習

四
、
百
分
の
十
五
相
当
額
世
楷
平
等
割
ま
っ
た
も
の
で
ち
り
ま
し
た
が
、
本

い
〗
分
け
更
に
個
人
に
対
す
る
諜
税
｀
い
且
口

□
パ
□い
い

一
、
所
得
割
で
は
村
民
税
課
税
総
所
得
治
）
を
見
て
お
り
ま
す
。

金
額
百
円
に
つ
い
て
二
円
十
七
銭
七
一
赤
痢
は
非
文
明
伝
染
病
で
あ
る
と

厘
の
割
合
で
村
全
体
で
は
一
一
三

0

言
わ
れ
て
給
り
ま
す
が
、
そ
の
正
体

二
六

0
円

と

な

る

。

も

足

ど

り

も

、

誰

で

も

よ

く

知

つ

て

一
、
固
定
資
産
税
割
で
は
（
償
却
資
産
い
る
こ
と
な
の
に
、
な
ぜ
防
げ
な
い

税
を
除
く
）
固
定
資
産
税
百
円
に
つ
の
で
し
よ
う
か
。
こ
れ
は
一
寸
し
た

い
て
一
六
円
八
三
銭
の
割
で
徴
収
村
注
意
を
忘
れ
、
ま
た
努
力
を
惜
し
む

全
体
で
は
八

0
七
l

-

―――
1
0円
と
な
る
た
め
で
し
ょ
う
。
赤
痢
の
恐
し
さ
を

一
、
被
保
険
者
割
で
は
四
月
一
日
現
在
認
識
し
、
浪
互
い
の
た
め
に
各
個
人

の
被
保
険
者
一
人
当
一
三
四
円
の
割
が
協
力
し
て
赤
痢
の
匠
＜
滅
に
力
を

合
と
な
り
村
全
体
で
は
八

0
七
三
三
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す

0
円

と

な

る

。

。

患

者

や

保

撥

者

の

霙

便

と

、

と

も

一
、
世
惜
平
等
割
で
は
一
世
帯
当
り
四
に
外
界
に
出
た
赤
痢
菌
は
、
ま
た
い

の

決

定

発 行

肱川村役場

/？5『 o.g..20・ 

幅 集

肱川村教育委貝会

る
い
ろ
の
経
路
を
た
ど
つ
て
人
の
口
に

侵
入
し
感
染
し
ま
す
。
赤
痢
は
経
口
伝

染
病
で
あ
り
ま
す
、
口
か
ら
入
る
場
合

の
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う

。
食
物
の
調
理
や
食
事
に
重
大
な
役
割

を
し
て
い
る
手
、
普
通
ど
の
位
手
が
糞

便
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
、
調
査
し
た

実
例
に
よ
り
ま
す
と
、
三

0
％
か
ら
七

0
％
位
の
人
の
手
指
に
大
腸
菌
が
み
と

め
ら
れ
瓦
ね
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
人
の
手
ふ
涵
納
い
方
は
極
必

て
お
粗
末
な
も
の
で
申
し
訳
に
水
を
た

ら
し
た
り
、
一
寸
タ
オ
ル
な
ど
で
拭
う

程
度
で
済
ま
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
用
便
後
の
手
洗
い
は
最
も
重
要
で

あ
り
、
さ
ら
に
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
も

食
前
に
も
、
調
理
前
、
銅
理
中
に
も
無

意
識
に
や
る
位
に
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

が
先
ず
必
栗
で
す
。
手
を
洸
う
こ
と
は

さ
し
て
難
か
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
く
丁
ね
い
に
洗
い
お
と
す
、
そ

れ
も
流
水
で
洗
い
流
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
石
鹸
を
使
え
ば
さ
ら
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
よ
く
泡
立
て
る

と
細
菌
な
ど
を
機
械
的
に
除
去
し
ま
す

。
手
洗
い
に
消
褥
薬
を
備
え
る
こ
と
が

一
層
効
果
が
あ
り
ま
す
。
以
上
手
洗
い

の
励
行
に
つ
い
て
注
意
し
尚
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

◎
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除

一
部
落
さ
ら
に
村
と
各
個
人
が
協
同

し
て
地
域
全
般
に
駆
除
を
行
う
こ
と
が

、
最
も
効
果
的
で
あ
る
が
、
各
家
庭
で

も
調
理
室
の
清
掃
、
整
と
ん
、
ハ
エ
、

ネ
ズ
ミ
の
出
入
り
の
で
き
な
い
よ
う
に

工
夫
す
る
と
と
も
に
駆
除
も
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

◎
便
所
の
改
善

吸
取
口
の
密
閉
、
流
水
式
の
手
洗
い

設
備
、
石
鹸
や
消
囃
薬
を
常
備
す
る
、

ま
た
窓
に
は
金
あ
み
を
は
つ
て
ハ
エ
の

出
入
を
防
ぐ
よ
う
に
す
る
。

村
内
各
青
年
学
級
の
指
導
者
は
、

年
学
扱
遵
営
の
考
え
方
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
そ
の
他
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

ー、日
n

／
 

◎
使
用
水
の
注
意

使
用
水
が
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
井
戸

そ
の
他
の
改
善
を
す
る
。

◎
生
水
生
も
の
ど
注
意

完
全
な
上
水
道
以
外
は
生
水
を
飲
ま

な
い
こ
と
。
ま
た
生
も
の
を
食
ぺ
る
と

き
は
清
潔
な
店
を
え
ら
ん
で
買
う
よ
う

に
注
意
す
る
こ
と
。
な
る
べ
く
加
熱
し

て
食
べ
る
こ
と
が
安
全
で
あ
る
。

◎
暴
飲
暴
食
を
避
け
る
こ
と

特
に
夏
は
注
意
を
要
す
る
。
も
し
感

染
す
れ
ば
発
病
を
助
長
す
る
か
ら
。

◎
下
痢
し
た
ら
赤
痢
を
疑
え

赤
痢
に
は
経
い
下
痢
程
度
の
も
の
が

少
く
な
い
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
き
、

F
痢
を
し
た
ら
一
応
赤
痢
を
疑
つ
て
直

ち
に
予
防
措
質
を
行
い
、
つ
と
め
て
疾

師
の
診
療
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
調
理
に
た
ず
さ
わ
る
人
は
他

人
に
ま
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る

の
で
絶
対
に
注
意
が
必
要
で
あ
り
ま
す

婦
人
会
指
導
者

講
習
矢
を
開
く

十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
村
内
婦

人
会
指
瑶
者
六
十
人
は
、
中
野
小
学
校

で
泊
り
こ
み
詣
習
会
を
開
き
、
婦
人
会

指
忠
の
基
礎
的
な
理
論
と
披
術
、
婦
人

学
級
3
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
新
生
活
遡
動

の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

購
師
は
、
県
企
画
広
報
課
長
黒
田
幸

英
、
同
課
宮
本
俊
一
、
社
会
教
育
課
山

本
省
一
、
愛
大
教
授
宮
本
七
郎
、
生
活

改
良
普
及
員
五
十
嵐
益
恵
、
も
と
社
会

教
育
主
事
鎌
田
正
三
の
諸
先
生
。

□
 

か
ね
て
か
ら
申
請
中
の
映
写
機

の
貸
出
し
が
認
め
ら
れ
、
松
山
ア

メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
貸
出

さ
れ
、
学
校
、
青
年
婦
人
学
級
な

ど
で
利
用
で
き
る
こ
と
↑
な
っ
た

。
既
に

V
Y
S
は
じ
め
諸
種
の
会

台
に
教
材
と
し
て
利
用
を
開
始
し

て
い
る
。
こ
の
映
写
機
は
八
月
九

月
の
臨
時
貸
出
し
で
あ
る
が
、
あ

と
模
様
を
み
て
経
続
貸
出
し
を
さ

れ
る
。

病
い
も
ち
の
発
生
は
現
在
の
所
少

い
が
九
月
に
入
る
と
今
休
ん
で
い

る
い
も
ち
病
菌
が
繁
殖
し
始
め
る

の
で
病
気
に
弱
い
品
種
及
び
旱
害

地
は
注
意
し
て
下
さ
い
。
特
に
旱

害
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
い
も

ち
に
対
す
る
抵
抗
力
が
減
つ
て
い

る
か
ら
注
意
の
こ
と
。

防
除
は
水
銀
剤
を
反
当
三
ー
四
，

キ
ロ
撒
布
、
撒
布
は
出
穂
よ
り
乳

熟
期
の
終
り
ま
で
は
出
来
な
い
の

で
、
穂
の
出
る
少
し
前
に
撤
布
し

て
お
く
こ
と
。
特
に
天
葉
に
い
も

ち
の
出
て
い
る
も
の
は
消
毒
し
て

ぉ
く
と
穂
い
も
ち
予
防
の
効
果
が
・
・

著
し
い
。

◎
点
も
ち
菌
は
「
み
そ
こ
う
じ

」
の
菌
と
よ
く
似
て
い
る
の
で

.
 ヽ

「
み
そ
こ
う
じ
」
を
作
る
に
よ
い
気
温

、
湿
度
の
と
き
発
生
が
多
い
。

二

、

害

虫

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
（
緑
色
の
う
ん

か
）
は
次
第
に
減
少
し
て
行
く
見
込
み

、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
（
現
在
乳
白
色
）
は

例
年
よ
り
発
生
が
多
い
見
込
み
、

t
ピ

イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）
は
例
年
よ

り
発
生
が
多
い
見
込
み
。

ウ
ン
カ
は
何
れ
も
風
当
り
の
悪
い
田

、
肥
料
の
よ
く
効
い
て
い
る
田
、
モ
チ

に
多
い
か
ら
注
意
の
こ
と
。

防
除
は
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
、
ト
ピ
イ
ロ
ウ

ン
カ
は

B
H
C
三
％
剤
を
反
当
り
二
令

五
ー
三
キ
ロ
撒
布
。

尚
開
花
期
の
撒
布
は
避
け
る
こ
と

動
力
撒
粉
機
を
無
料
貸
出
し
て
い
ま
す

か
ら
、
で
き
る
だ
け
利
用
し
て
下
さ
い

。
尚
広
面
積
の
協
同
防
除
の
指
導
は
普

及
員
へ
御
相
談
下
さ
い
。

ヒ
い
の
予
的
終
る

、N/＇.一一
ス
三
俵
（
一
。
―
ウ
ん
)

電
裂
し
た
水
田
を
前
に
予
約
の
話
、

全
く
苦
し
い
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
米

作
展
家
の
予
約
制
度
に
対
す
る
理
解
と

協
力
、
築
荷
業
者
で
あ
る
殷
協
関
係
職

員
の
昼
夜
を
分
た
ぬ
非
常
な
努
力
と
相

ま
つ
て
八
月
八
日
、
目
標
の
三
七
五
を

わ
ず
か
上
ま
っ
た
三
八
三
を
獲
得
し
て

終
っ
た
。

”
調
査
員
の
方
へ
”

「
村
づ
く
り
の
た
め
の
調
査
」
ポ
ッ

出
て
い
な
い
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
お
し
ら
ぺ
下
さ
い
。



一
六
日

一
五
日

七
月
―
一
日

―
二
日

，
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日
赤
巡
回
診
療
実
施

国
保
運
営
協
議
会
開

催戒
田
副
知
事
鹿
野
川

ダ
ム
視
察

大
谷
橋
詰
橋
架
設
工

事

請

負

契

約

．

．

中
野
小
学
校
に
芯
い

て
日
赤
救
急
法
の
講

習
会
開
催

腸
パ
ラ
チ
フ
ス
予
防

接
種
施
行

鹿
野
川
ダ

八
月

1
0
日
八
日
七
日

，
 
六
日

二
日
五
日

一
日

二
―
日

ヽ 二
七
日

二
六
日

ニ
四
日

二
二
日

二

0
日

―
一
日

一
七
日

一
行
来
場

乳
牛
検
診
（
大
谷
地

区
）
今
松
代
議
士
来
場

部
落
常
会
を
開
く

小
団
地
開
発
事
業
打

合

せ

，

下
大
和
部
落
赤
痢
発

生村
議

会

総

務

委

員

会
を
開
く

県
公
園
技
師
来
村
遊

園
地
計
画
地
調
歪

殷
業
共
済
組
合
新
理

事
会
を
開
く

中
学
校
統
合
研
究
委

員
会
を
開
く

牒
業
委
員
会
を
開
く

下
大
和
赤
痢
患
者
ニ

名
発
生

肱
川
村
誤
光
特
別
委

員
会
及
観
光
協
会
代

表
役
員
研
究
会
を
開

＜
 
下
大
和
赤
痢
保
菌
者

二
名
収
容

長
崎
医
大
安
中
教
授

人
類
学
的
調
査
の
た

め
来
村

中
津
赤
痢
患
者
発
生

大
洲
土
木
事
務
所
長

転
任
挨
拶
の
た
め
来

場
・
下
大
和
赤
痢
患
者
発

生消
防
団
分
団
長
会
開

催農
村
建
設
推
進
委
員

会
を
開
く

毛
利
代
眼
士
来
場

農
村
建
設
班
協
議
会

高
砂
に
お
い
て
開
催

肱
川
ト
ラ
ッ
ク
工
場
価
格

＿
1
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三
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C
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ヒ

ノ

キ

三
四
、
五

0

三
一
、
五

0

三
二
、
五

0

三
六
、

0

0

ニ
八
、
0

0

三
二
、
五

0

、

時

間

、
講
座
内
容

I

、期 轟杯急合だ‘よl)
間

三
五
下

四

0
上

一
四
尺
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1ro
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一
七
、
二

0

ニ．

Q
o
o

二
三
、
0

0

マ

ツ

河

野

技

手

技

連
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喜
多
郡
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洲
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合
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術
員
連
盟
の
総

会
に
於
て
そ
の
会
長
に
推
選
さ
れ
た
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同
君
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
。
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森
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本
組
合
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行
っ
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販
売
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状
況
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察
の
た
め
県
内
各
組
合
関
係
者
を
本
村
に
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遣
し
森
林
組
合
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中
心

に
地
元
糾
合
員
の
出
席
を
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研
修
を
行
っ
て
い
る
が
先
月
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左
の

組
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が
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糾
盛
会
で
あ
っ
た
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H
K
で
は
左
記
の
要
領
で
林
業
詣
座
を
開
講
す
る
甲
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
所
有
者
に
と
つ
て
身
近
な
問
題
が
多
く
採
り
入
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
聴
取

し
て
下
さ
る
様
お
奨
め
致
し
ま
す
。
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工
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と
最
近
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技
術

多
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要
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見
本
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導
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設
置
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器
具
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旋
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県
森
速
市

買
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扱
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六
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石
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網
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拡
充
整
備

索
道
架
設
椎
茸
乾
操
場

の
設
置

造
林
、
撫
育
召
伐
を
積

極
的
に
行
う

本
計
回
に
対
し
て
は
行
政
庁
、
金
融
機

関
、
系
統
組
織
の
強
力
な
指
導
援
助
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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早
天
の
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と
の
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に
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も
畠
も
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も
、
一
息
つ
い
た
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｀
人
間

も
何
と
な
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。

一
雨
聾
っ
た
あ
と
、
急
に
涼
し
さ
を

加
え
、
朝
夕
は
も
と
よ
り
、
日
中
も
何

と
な
く
夏
も
終
り
に
近
づ
い
た
気
配
を

愚
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さ
す
、
も
う
ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
き
そ
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一
、
経
営
基
盤
芦
現
状
維
持

二
、
執
行
体
制
現
状
維
持
と
し
昭
和
三

十
五
年
度
職
員
一
名
増

三
、
財
務
の
確
立
昭
和
三
十
五
年
末
迄

に
末
知
入
者
を
解
消
し
払
込
済
出
資

額
を
―
二

0
万
円
と
す
る

四
、
事
業
の
推
進
（
昭
和
三
十
三
年
度

事
業
計
画
蜜
に
よ
る
）

事
業
区
分
』

教
育
指
導
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め
て
い
る
。

長
い
夏
休
み
を
終
え
て
、
二
十
五
日

か
ら
は
一
せ
い
に
二
学
期
の
始
業
式
が

は
じ
ま
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
赤
痢
患

者
が
あ
と
を
た

4
ず
、
子
供
達
の
健
康

の
こ
と
が
気
に
な
る
。

注
意
の
上
に
も
注
意
を
し
て
｀
子
供

も
大
人
も
元
気
で
二
学
期
を
迎
え
た
い

も
の
だ
と
思
う
C

注
意
の
上
に
も
注
意
を
し
て
、
子
供

も
大
人
も
元
気
で
一
T
学
期
を
迎
え
た
い

も
の
だ
と
思
う
。

涼
し
く
な
る
と
す
ぐ
農
繁
期
が
せ
ま

る
し
へ
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
ら
何
の
生

活
殷
計
も
た

4

な
い
う
ち
年
末
を
迎
え

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

秋
を
迎
え
る
前
に
、
杖
事
の
こ
と
も

生
活
の
こ
と
も
十
分
な
計
画
を
た
て

4

進
み
た
い
と
思
う
。
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